
平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日
提
出

質

問

第

六

四

号

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
の
在
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

田

島

一

成
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太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
の
在
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

太
陽
光
発
電
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
要
電
源
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
や
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
ほ

か
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
る
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
「
電
気
事
業

者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
『
再
エ
ネ
特
措
法
』
と
い
う
。
）
」
に
基
づ

き
、
平
成
二
十
四
年
七
月
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
が
開
始
さ
れ
て
以
降
、
そ
の
導
入
量
は
増
加
し
て

い
る
。

一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
進
む
中
で
、
大
規
模
な
森
林
伐
採
を
行
っ
て
太
陽
光
発
電
施
設
が
設
置
さ
れ
る
事

案
も
あ
り
、
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
の
発
生
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
や
、
動
植
物
の
生
息
地
の
破
壊
等
に
よ
る
生
態

系
へ
の
影
響
、
ま
た
景
観
へ
の
影
響
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
な
設
置
規
制
を
行
え

る
法
規
制
が
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
に
各
地
で
地
域
社
会
と
太
陽
光
発
電
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
環
境
等
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
推
進
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

（
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
把
握
状
況
）

一



一

政
府
は
、
再
エ
ネ
特
措
法
施
行
後
に
、
森
林
伐
採
を
伴
う
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
よ
り
発
生
し
た
地
域
住
民
と
太
陽

光
発
電
事
業
者
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

（
地
方
公
共
団
体
の
対
処
状
況
）

二

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関
す
る
地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
条
例
や
要
綱
に
よ
り
立
地
規
制
を
行
っ
て

い
る
地
方
公
共
団
体
も
あ
る
。
政
府
は
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関
し
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
し
て
い
る
条
例
等
に

よ
る
立
地
規
制
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

三

地
域
と
共
生
す
る
た
め
の
関
係
法
令
の
整
備
の
必
要
性

第
百
九
十
回
通
常
国
会
に
お
い
て
再
エ
ネ
特
措
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
土
地
利
用
や
安
全
性
に
関
す
る
関
係
法
令
の
遵

守
が
事
業
認
定
の
要
件
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
関
係
法
令
に
違
反
し
、
関
係
省
庁
や
地
方
公
共
団
体
よ

り
指
導
・
命
令
等
が
な
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
再
エ
ネ
特
措
法
に
お
い
て
も
改
善
命
令
を
行
い
、
認
定
の
取
消
を
行
う

こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
な
っ
た
。

改
正
再
エ
ネ
特
措
法
の
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
の
施
行
に
向
け
、
そ
の
運
用
の
詳
細
を
定
め
る
た
め
、
「
電
気
事
業
者

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
以
下
『
施
行
規
則
』
と
い
う
。
）
」
の
改

二



正
も
行
わ
れ
て
い
る
。

施
行
規
則
の
改
正
に
当
た
り
実
施
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
地
域
と
の
共
生
に
関
す
る
意
見
が
示
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
対
し
政
府
は
「
周
囲
の
環
境
影
響
を
評
価
し
住
民
等
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
な
ど
、
立
地
に
当
た
っ
て
配
慮

す
べ
き
こ
と
に
関
し
て
は
、
一
義
的
に
は
、
環
境
影
響
評
価
法
や
各
種
立
地
規
制
法
に
基
づ
い
て
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
上
で
、
認
定
事
業
者
が
長
期
安
定
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
周
辺
住
民
の
理
解
を
得
つ
つ
事
業
を
行
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
事
業
を
行
う
上
で
義
務
で
は
な
く
配
慮
さ
れ
る
べ
き
こ
と
も
含
め
て
、
今
後
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
予
定
で
あ

り
、
地
域
と
の
共
生
の
観
点
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
を
検
討
」
す
る
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
状
況
）

�

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
策
定
す
る
考
え
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
状
況
及
び
策
定
時
期
の
見
通
し
を

伺
い
た
い
。

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
効
果
）

�

太
陽
光
発
電
施
設
の
立
地
規
制
を
行
う
条
例
を
設
け
対
処
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
が
あ
る
一
方
、
法
律
の
規
制
を
越

三



え
る
条
例
を
制
定
す
る
場
合
に
は
裁
判
で
負
け
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
条
例
の
制
定
を
躊
躇
す
る
地
方
公
共

団
体
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
太
陽
光
発
電
施
設
の
立
地
規
制
を
行
う

条
例
を
策
定
し
や
す
く
な
る
の
か
、
地
域
と
の
共
生
を
進
め
る
観
点
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て

示
さ
れ
た
い
。

（
林
地
開
発
に
つ
い
て
早
期
に
法
整
備
を
行
う
必
要
性
）

�

関
係
法
令
の
遵
守
を
事
業
認
定
の
要
件
と
し
て
求
め
た
再
エ
ネ
特
措
法
の
改
正
に
一
定
程
度
の
効
果
は
あ
る
と
考
え
る

が
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
予
定
地
が
、
そ
も
そ
も
関
係
法
令
の
対
象
外
で
あ
る
場
合
や
関
係
法
令
が
強
制
力
を
伴
わ

な
い
場
合
に
は
、
改
正
法
の
効
果
は
不
明
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
に
係
る
関
係
法
令
の
一
つ
と
し
て
森
林
法
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
同
法
で
は
、
「
保

安
林
」
と
都
道
府
県
知
事
が
立
て
た
「
地
域
森
林
計
画
」
の
対
象
民
有
林
の
開
発
行
為
に
対
し
て
、
都
道
府
県
知
事
へ
の

届
出
ま
た
は
許
可
取
得
の
た
め
の
許
可
申
請
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。
一
方
、
地
域
森
林
計
画
の
対
象
外
と
な
る
土
地

に
つ
い
て
は
、
森
林
法
に
よ
る
規
制
の
対
象
外
と
な
り
、
ま
た
、
地
域
森
林
計
画
対
象
民
有
林
で
あ
っ
て
も
一
ヘ
ク
タ
ー

四



ル
未
満
は
伐
採
届
の
提
出
の
み
と
な
る
た
め
、
伐
採
を
規
制
す
る
強
制
力
が
な
い
。

ま
た
、
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
『
土
砂
災
害
防
止

法
』
と
い
う
。
）
」
に
基
づ
く
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
お
い
て
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
が
計
画
さ
れ
た
場
合
、
地
域
住

民
が
土
砂
災
害
の
発
生
を
懸
念
し
て
も
、
当
該
区
域
に
つ
い
て
は
開
発
行
為
の
許
可
や
建
築
物
の
構
造
規
制
な
ど
の
規
制

が
か
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
は
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
開
発
の
制
限
や
事
業
者
へ
の
安
全
対
策
の
要

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
全
国
知
事
会
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
国
の
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る
提
案
・
要
望
と

し
て
「
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
建
設
に
よ
る
景
観
の
悪
化
等
の
課
題
に
対
し
、
個
々
に
判
断
が
出
来
る
よ
う
林
地
開
発
に

お
け
る
基
準
や
関
係
法
令
を
整
備
す
る
こ
と
。
」
を
、
ま
た
、
全
国
市
長
会
は
「
太
陽
光
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
施
設
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
所
在
市
町
村
と
の
協
議
や
関
係
法
令
の

整
備
を
含
め
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
」
を
求
め
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
が
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
対
し
適
切
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
よ
る
対
処
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
へ
の
事
前
説
明
や
合
意
形
成
な
ど
地
域
社
会
と
の
共
生
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
手

五



続
、
安
全
対
策
の
義
務
付
け
及
び
開
発
制
限
等
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
森
林
法
や
土
砂
災
害
防
止
法
等
の
関
係
法
令

の
整
備
を
早
急
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

（
環
境
影
響
評
価
法
に
お
け
る
対
象
事
業
へ
の
追
加
の
必
要
性
）

�

生
態
系
へ
の
影
響
の
可
能
性
を
考
慮
せ
ず
、
希
少
野
生
動
植
物
が
生
息
、
生
育
す
る
土
地
に
、
森
林
の
伐
採
や
土
地
の

改
変
を
伴
っ
て
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
を
計
画
し
ト
ラ
ブ
ル
と
な
っ
た
例
も
あ
る
が
、
環
境
影
響
評
価
法
で
は
、
大
規

模
な
太
陽
光
発
電
事
業
で
あ
っ
て
も
法
の
対
象
事
業
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
太
陽
光
発
電
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
環
境

と
の
調
和
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
同
法
に
基
づ
き
適
切
に
環
境
影
響
評
価
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
現
在
、
太
陽
光
発
電
事
業
が
同
法
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
理
由
及
び
今
後
同
法
の
対
象
事
業
へ
追
加
す
る
考
え
は

あ
る
か
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。
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